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り
籠
ご
う
、シ

ロ

ウ

ド

福
岡
県
糸
島
郡
志
摩
町
の
白
水
洋
子
さ
ん
か
ら

お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
白
水
さ
ん
は
神
戸
で

被
災
さ
れ
、
現
在
は
志
摩
町
に
お
住
ま
い
だ
そ
う

で
す
。
そ
こ
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
と

し
て
、
志
摩
中
学
校
で
当
時
の
話
を
し
て
ほ
し
い

と
依
頼
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
ご
自
分
の
手
許
に

は
資
料
が
少
な
い
た
め
、
資
料
紹
介
を
連
絡
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
十
二
月
十

一
日
に

生
徒
達
に
資
料
を
見
せ
語
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
反
響

が
大
き
く
、
十
四
日
に
再
度
語
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

『
ー
お
送
り
い
た
だ
い
た
奇
料
を
見
た
中
学
生
は
、

震
災
当
時
は
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
、
よ
く
覚
え

て
い
な
く
、
写
真
や
雑
誌
で
初
め
て
被
害
の
大
き

さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
事
を
き
っ
か
け
に

災
害
・
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
人
の
痛
み
な
ど
に
関
心

を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
I
』

お
手
紙
か
ら
も
震
災
の
こ
と
を
語
り
継
い
で
ゆ

く
大
切
さ
が
、
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
学
校
か
ら
の
講
師
料
を
カ
ン
パ
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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寺
池
台
小
学
校
（
富
田
林
市
）
五
年
二
組
の
前

田
朋
美
さ
ん
か
ら
、
「
震
災
の
と
き
困
っ
た
こ
と
、

今
も
困
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
の
質
問
の
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。
学
校
で
の
調
べ
学
習
で
、
震
災
の

と
き
兵
庫
県
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
テ
ー
マ
に
選

ん
だ
そ
う
で
す
。
当
時
は
ま
だ
幼
か
っ
た
子
供
達

が
、
震
災
の
記
録
を
調
べ
、
想
い
を
語
り
継
い
で

ゆ
く
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。ー
・

1
1
.

＊
自
治
労
自
治
研
よ
り
カ
ン
パ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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発
行
人
／
寿

広

文

編
集
人
／
福
蔦

・
山
西

・
武
川

あ
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
七
回

忌
を
迎
え
る
今
年
、
神
戸
市
内
各
地
で
は
、
市
民

が
主
体
と
な

っ
て
追
悼
の
会
が
も
た
れ
た
。

そ
の

―
つ
が
、
長
田
区
の
御
蔵
小
学
校
で
行
わ

れ、

震
災
資
料
室
も
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
御
蔵
・

菅
原
地
域
を
中
心
に
震
災
資
料
を
展
示
し
た
。一

月
十
七
日
、
午
後
五
時
四
十
六
分
「
バ
ー
ン
」
と

い
う
太
鼓
の
音
が
体
育
館
に
鳴
り
響
い
た
。
そ
の

太
鼓
を
演
奏
し
て
い
る
の
は
、
大
阪
に
あ
る

「怒
」

と
い
う
太
鼓
集
団
の
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
の
太
鼓

の
演
奏
は
彼
ら
の
元
気
な
パ
ワ
ー
と
と
も
に
体

に
「
ズ
シ
ン

・
ズ
シ
ン
」
と
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
ど

力
強
い
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
震
災
後
、
人
々

を
力
づ
け
よ
う
と
被
災
地
を
ま
わ
っ
て
き
て
い

る
と
の
こ
と
。
今
回
そ
の
会
場
と
な
っ
た
体
育
館

に
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
や
そ
の
父
母
を
は
じ
め
、

地
域
の
人
々
が
集
ま

っ
て
そ
の
音
に
聞
き
入

っ

て
い
た。

禰
斎
に
灯
り
を
1
I
n
み
く
ら
J
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配
輯
を

9i
i

ざ
い
ま
す

口口
料
を
提
供
ー

＊
岩
崎
節
生
さ
ん
（
水
島
消
防
署
）
よ
り

村
野
高
等
学
校

・
御
菅
地
区
・
大
道
地
区

の
写
真
（
震
災
派
遣
時
に
撮
影
）

＊
神
戸
市
教
育
委
員
会
よ
り

「
し
あ
わ
せ
は
こ
ぼ
う
」

（
学
校
教
本
）

＊
御
蔵
小
学
校
よ
り

日
記
（
平
成
六
年
十

一
月
二
七
日
＼

平
成
七
年
七
月
二
五
日
）

学
校
で
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、

平
成

一三
年

一
月

一
七
日
、
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

＊
辻
勝
次
先
生
よ
り

災
害
社
会
学
研
究
会
代
表

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授

「
災
害
過
程
と
再
生
過
程
」

ー
阪
神
·
淡
路
大
震
災
の
小
叙
事
誌
—

一
九
九
五
年
か
ら

一
九
九
八
年
の
四
年
間

に
わ
た
っ
て
長
田
区
と
北
淡
町
の
街
区
で
、

『
震
災
再
生
「
街
区
調
査
」

・
面
接
票
』
に

よ
り
、
避
難
場
所

・
生
活
場
所
の
移
動
と

変
化

・

家
族
構
成
・
生
活

厄
-
•地
域
社
会

・

生
活
や
住
宅
の
再
建
な
ど
、
場
所

・
時
間

・

状
況
等
の
綿
密
な
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に

ま
と
め
て
あ
り
よ
す
。

あ
り

①
l
.
1
7
i
n
み
く
ら

②
行
事

マ
ッ
プ
↑
ー・

1
7
)

③
＼
④
人
口
動
態

⑤
西
野
夜
間
中
学

⑥
語
り
継
ご
う
、
記
憶
を
他

太
鼓
の
演
奏
終
了
後
、
み
ん
な
で
校
庭
に
集
ま

り

「
1
.
1

7

i

n

み
く
ら
」
と
並
ん
だ
ロ

ー
ソ
ク
の
入
っ
た
。ヘ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
、
中
央
区
の

東
遊
園
地
に
あ
る
「
希
望
の
灯
り
」

か
ら
分
け
て

き
た
灯
り
を
み
ん
な
で
灯
し
て

い
っ
た
。
あ
た
り

が
暗
く
な
っ
た
校
庭
に

「
1
.
1
7
i
n

み
く
ら
」
の
文
字
が
風
に
揺
ら
れ
な
が
ら
浮
か
び

上
が
っ
た
。
こ
の
傍
ら
に
は
、
神
戸
市
立
西
市
民

病
院
の
方
々
か
ら
の
お
花
が
手
向
け
ら
れ
て
い

た
。
今
回
の
集
い
は
、

「
1

.
1

7

神
戸
に
灯

り
を

i

n

み
く
ら
」
と
題
し
て
、
地
元
の
子

供
た
ち
の
父
母
ら
で
つ
く
っ
て

い
る
「
か
る
み
父

母
の
会
」
が
中
心
と
な
り
、
神
戸
市
従
、
番
町
支

部
、
市
教
組
、
市
職
衛
生
支
部
、
空
襲

・
戦
災
を

記
録
す
る
会
、
震
災
資
料
室
、
そ
の
他
が
お
手
伝

い
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
の
集
い
は
、

来
年
以
降
も

続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

た
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西
野
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間
中
学
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地
下
鉄
・
山
陽
軍
車
「
板
宿
駅
」
か
ら
ほ
ど
近

い
須
磨
区
大
黒
町
の
太
田
中
学
校
内
に
丸
山
中
学

校
西
罪
な
校
（
西
野
夜
間
中
学
校
）
が
あ
り
四
十

二
人
の
生
徒
が
通
っ
て
い
る
。

井
原
和
彦
氏
庄
右
‘
学
校
轍
員
の
木
村
康
裕
さ
ん

ら
が
震
災
で
壊
れ
た
鉄
製
の
大
時
計
左
干
ハ
切
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。

西
野
腐
は
長
田
区
三
番
町
に
明
治
三
十
七
年

に
地
元
の
協
力
で
建
て
ら
れ
た
木
造
二
階
建
の
校

舎
だ
っ

た
か
、
大
震
災
で

「
立
入
い
禁
正
」
と
な

り
解
体
撤
去
と
な
っ
た
。
井
原
先
生
は
「
解
体
後

テ
ン
ト
で
授
業
し
た
い
永
木
小
学
校
を
借
り
た
り

（
丸
山
中
分
校
）

蕊
し
て
平
成
八
年
十
月
、

交
通
の
便
が
良
い
太
田

中
へ
引
っ
越
し
て
き
た
」

の
だ
っ
た
。

木
村
さ
ん
は
当
時
、

「北
へ
大
き
く
傾
い
た
全
壊
の
校
舎
に
入
る
と
基

礎
の
根
元
か
ら
壊
れ
て
い
て
ロ

ッ
カ
ー
類
鼠
れ

屑
の
踊
砿
は
天
井
仇
は
洛
ち
て
い
た
。
大

時
訂
は
校
庭
か
ら
見
え
る
よ
う
に
二
階
の
外
壁
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
」

そ
う
だ
。

性
戸
の
夜
間
中
学
の
歴
史
は
日
本
の
義
務
教
育

の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
だ
っ
た
。

兵
庫
虫
子
校
北
分
校
に
勤
務
す
る
清
原
昇
先
生

は

「昭
和
二
十
二
年
、
義
務
教
育
と
な
っ
た
当
時

は
敗
戦
の
混
乱
時
で
あ
り
子
ど
も
ら
は
子
守
や
親

の
仕
事
の
手
伝
い
で
昼
間
は
学
校
へ
来
れ
な
い
子

が
多
か
っ
た
」
と
こ
ろ
が
、
文
部
省
は
夜
間
中
学

校
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
「
熱
意
の
あ
る
先
生
方

に
よ
る
自
主
運
宮
で
々
徊
i

（
夕
方
）
学
級
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、
生
徒
ら
は
大
阪
・
尼
崎
・
宝
塚
や

麗
・
加
古
川
か
ら
も
通
っ
て
き
た
」
そ
う
だ
。

c

そ
の
後
、
教
師
ら
は
義
務
教
育
を
全
て
の
子
ど

屯
9

』

も
た
ち
に
受
け
さ
せ
よ
う
と

「奨
学
金
制
度
」
や

9

0

ぶ

「

パ

ン

と
ミ
ル
ク
」
の
弁
当
の
支
給
な
ど
の
浬
動

を
起
こ
し
夜
間
中
学
を
全
国
へ
波
及
さ
せ
た
。

し
髯

昭
和
五
十
一
年
、
西
野
分
校
は
生
徒
数
百
名
に

な
り
兵
庫
中
学
校
北
分
校
か
新
た
に
つ
く
ら
れ
東

盈
と
西
互
回
に
分
か
れ
て
生
徒
の
受
入
れ
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

霊
焚
四
年
後
に
は
全
国
夜
間
中
学
校
研
究
大
会

が
神
芦
で
開
か
れ
た
折
り
に
は
西
野
社
枚
で
交
流

会
か
催
さ
れ
た
。

今
春
の
震
災
資
料
室
展
で
公
開
す
る
こ
の
大
時

計
は
阪
神
大
震
災
の
証
人
で
も
あ
る
と
同
時
に
我

国
の
熱
意
あ
る
教
師
累
の
戦
後
民
主
教
育
の
証
人

で
も
あ
る
。

が
保
存
、

民
主
教
育

緬
歴
史
を
刻

「希望の灯り」・ながたともそう！
庄ヤ万）
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直
前
人
口
と
平
成
7
年

10
月
1
日
国
勢
調
査
を

長
田
区
は
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
震
災

9
7
8
人
と
、
今
回
よ
り
も
2
4
,
5
1
1
人
多
く
、

た
。
（
表
1
・
グ
ラ
フ
1
)）

し
か
し
、
震
災
直
前
の
人
口
と
比
べ
て
み
る
と
、

平
成
7
年
1
月
1
日
の
推
計
人
口
で
は
、

1
2
9
,

8
1
.
1
％
の
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
神
戸
市
で
最

も
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
表
2
)

震
災
と
人
口
の
関
係

7
,
8
9
2
世
帯
、

2

0

8
％
の
増
加
と
な
り
ま
し

ま
た
世
帯
数
は
4
5
,
8
7
1
で
、
前
回
と
比
べ
る
と

、

ん

曽

D
し
ま
し
た
。

，
 

0
+ン
十
ル

比
べ
る
と
8
6
6
0
人

8

6

人
と
な
り
、
前
回
平
成
7
年
国
勢
調
査
の
結
果
と

査
に
よ
る
と
、
長
田
区
の
人
口
は
1
0
5
,
4
6
7

平
成

12
年

10
月
1
日
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調

国
勢
調
査
、

国
勢
調
査
速
報
発
表

現
在
、
再
開
発
地
域
に
も
復
興
住
宅
も
建
ち

少
し
よ
し
た
’
り

比べると33,171人、15,268世帯減

平成2年 平成7年 平成12年
H7~H12 H7~H12 

増減数 増減率

神 人口 1,477,410 1,423,792 1,493,595 69,803 4.9% 

戸 ~一 -- -- - - --- ----------

市 世帯数 539,151 536,508 606,100 69,592 13.0% 

長 人口 136,884 96,807 105,467 8,660 8.9% 

田 -- - -- ----- ------ ・- ----- -------

区 世帯数 52,948 37,979 45,871 7,892 20.8% 

長田区の人口と世帯数の推移（国勢調査結果）巴竺戸］

る
計
算
に
な
り
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
2
)

少
し
て
い
れ
ば
、
平
成

23
年
に
は
人
口
が
逆
転
す

10
年
か
ら
平
成

25
年
ま
で
を
一
定
の
格
差
で
減

よ
う
か
？
平
成
6
年
か
ら
平
成

25
年
ま
で
、
平
成

ば
人
口
は
震
災
前
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
し

人
口
が
戻
っ
て
は
き
て
い
ま
す
が
、
震
災
が
な
け
れ

並
び
、
前
段
に
も
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
約
8
0
％
の

――世帯数―←人口
250,000 r-- ----- -

200.000,~,-

, 150,000 

100,000 

50,000 

（表 1)

速
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いう人 も 活
もょ‘明震性し将
のぅ長ら災化力‘来
:な口かかはし、の
。ソ新し でら望 そ長
フしすゞ 6 ま れ田

—---------------- - ------―-—・ー ト ヵ年れ で

長田区の人口予想 巴竺巧 胃；、やバ喜は窟

復わっ l ん長め250、000

興つとド。田 r
をてき 長面 の ... 

200,000 
田の 街

行た iァ復 の
150.000 政人帰興 産

にのっは 業
100.000 I とべ．．．．—-， 期生て誰 ． 

、 待活この 文

50,000 ロ…綱ェ しがれ目 化
た潤たに の

ぶぶふ。ぶ令心。ぶ令心。令り攣。令＼っ。令％へ。や袋も硲、衣も硲評も袋忍へも魯令ル衣衣謬衣’依名絡虐衣へ虐°名ふ虐名令虐衣へ虐。名へ虐も衣t虐゚名t詮名心衣

（表 2)

区名
平成7年1月1日 平成12年10月1日，

人口増減数 比率
推定人口 国勢調査

！ 

神戸市 1,520,365 1,493,595 • △ 26,770 98.2% 
， 

東灘区
！ 

1 9 1,7 1 6 191,304! △ 412 99.8% 

l i 

灘区 124,538 120,505 △ 4,033 96.8% 
， 

中央区
I 

111,195: 108,033 : △ 3,162! 97.1% 

兵庫区 117,558 106,911 △ 10,647 90.9% 
l 

＇ 

北区 217,1661 225,187 i I 8,021 103.7% 

e I 

105,467 ! 長田区 129,978 △ 24,511 81.1% 

＇ 
， 

須磨区 188,949 
： 

174,0551 | △ 14,894 921% 

本区 78,908 70,010| 1 △ 8,898 88.7% 
i 

北須磨 110,041 104,045 △ 5,996' 94.6% 

垂水区
： 

237,735 226,370 △ 11,365 95.2% 

西区 201,530 235,763 34,233 117 0% 


